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１ 研究背景と目的 
水田生態系では、微小藻類等の一次生産者が、食物網

を介して水生動物から鳥類等の大型捕食者まで多様な動
物を支えている。しかし、水田食物網の全体像は定性的
なデータに基づく概念図を示すに留まっている。申請者
らは、これまで田植え時期が異なると水生動物の群集構
造やサギ類の水田への飛来時期が変化することを明らか
にしており、その影響は水中の食物網構造やサギ類の餌
内容にまで波及する可能性がある。本研究では、田植え
時期の違いが、水生生物から水田生態系の頂点であるサ
ギ類までを結ぶ水田食物網に与える影響を解明すること
を目的とする。 
 

２ 方法と結果 
２.１ スクミリンゴガイの食性解析 

調査水田において外来生物であるスクミリンゴガイが
多数確認されたことから、本種の食性解析を中心に行っ
た。8月に採取した本種の消化管内容物から餌由来DNA
を抽出し、DNAメタバーコーディングにより餌内容を解
析した。光合成生物用のプライマーを用いた結果、緑藻
類、珪藻類、黄金藻類等の多様な藻類由来のDNAが検出
され、微小藻類が主要な餌資源となっていることが示唆
された。一方、陸上植物用のプライマーを用いたところ、
検出されたDNAの大部分がイネ由来であった。本種は移
植直後のイネの苗は食害するが、成長して硬化した葉や
茎は摂食できないことから、底泥中のイネ由来デトリタ
スを摂食していたと考えられる。 
２.２ 湛水開始時期を指標としたサギ類の採餌適地推定 

サギ類の季節的な採餌適地の変化を可視化するため、
埼玉県北部・東部地域を対象に、合成開口レーダを用い
た湛水開始時期の推定を行った。湛水開始が最も早かっ
たのは東部地域(加須市北川辺地区や春日部市等)であり、
西側の地域ほど遅い傾向にあった。野外調査で得られた
サギ類の分布データとともにMaxEntによる採餌適地を
推定したところ、5〜7月の採餌適地は湛水開始とともに
東から西へとシフトする傾向が認められたが、8月はよ
り広範囲に分散する傾向が認められた。7月までは湛水
開始からあまり時間の経過していない水田で採餌してい
たが、8月になるといずれの地域でもイネが伸長して水
田内での採餌が難しくなり、畦や水路等の水田外での採
餌が中心となったためと考えられる。 
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シロキサン類は、シリコーンポリマーの中間原料や化
粧品の添加剤等として広範に使用される化学物質である
が、一部について難分解性や生物蓄積性が指摘されてい
る。本研究では、東京湾及び河川の底質及び底生食物網
に着目したシロキサン類の網羅的調査から、食物網内の
濃度分布及び栄養段階に依存するシロキサン類の濃縮傾
向を明らかにするとともに、生物蓄積動力学モデルによ
り食物網の蓄積特性を解析する。また、地理的分解能を
有する多媒体環境動態モデル(G-CIEMS)を用いて東京
湾及びその流域内の多媒体に渡るシロキサン類の移動・
消失・存在量及び空間分布を推定することで、シロキサ
ン類の環境排出を含む多媒体挙動の全体像を明らかにす
る。加えて、多媒体における多種のシロキサン類の濃度
分布から、シロキサン類の分子構造や分子量に依存する
環境動態、蓄積傾向を明らかにする。 
 

2022年から2024年の期間で、元荒川(元荒川水循環セ
ンター周辺)及び東京湾内湾において、それぞれ計3回の
調査を実施した。元荒川では、投網、たも網等を用いて
魚類、貝類等を含む全19種の水生生物を採捕した。東京
湾では、底曳網により全26種の水生生物を採捕した。こ
れらの試料について、炭素・窒素安定同位体比を測定し
た。長寿命一次消費者の二枚貝の窒素安定同位体比をベ
ースした各生物種の栄養ポジションを推定した。 

本研究で確立した分析法を用いて、水生生物中シロキ
サン類(30化合物)の濃度を測定した。両調査地域につい
て、得られたシロキサン類濃度(脂質ベース)と栄養ポジ
ションから底生を含む水生生物に対するシロキサン類の
栄養段階蓄積係数(TMF)を推定したところ、いずれの化
合物も栄養段階に伴う明確な生物濃縮は認められなかっ
た。また、その傾向として、同じユニット数では環状体
で低く、また分子量の増加に伴うTMFの減少が観察され
た。 

動力学ベースの予測モデルによる生物蓄積性解析では、
生体内への取り込み、代謝、排泄に関するモデル係数か
らシロキサン類の濃度を予測した。G-CIEMSによる予測
では、河川底質、東京湾への流入、東京湾内の挙動全て
をモデル計算するとともに、実測値と比較することで、
包括的にシロキサン類の挙動を解析した。 


